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プログラム 

 

【午前の部】  研究発表 

主催 長野県旧石器研究後援会  

後援 佐久穂町公民館 明治大学黒耀石研究センター 

 

10:00～10:40 長野県佐久市香坂山遺跡の範囲確認調査    国武 貞克 須藤 隆司 堤 隆 

10:40～11:10 香坂山遺跡における「石棒」について           堤 隆 国武貞克 須藤隆司  

11:20～12:00 長野県信濃町大久保南遺跡における発掘調査の概要（2019-2023 年） 

岩瀬 彬 長﨑 潤一阿部 嵩士 北村 成世 

 

【午後の部】  特別講演会 

主催 佐久穂町教育委員会 

後援 長野県旧石器研究後援会 明治大学黒耀石研究センター 

 

13:30～15:00  「トリデロック遺跡の発掘調査：列島最古のサピエンスの足跡を求めて」 

奈良文化財研究所 国武貞克 

 

発掘中のトリデロック遺跡 
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長野県佐久市香坂山遺跡の範囲確認調査 

1)奈良文化財研究所、2)明治大学黒耀石研究センター 

国武 貞克 1)、須藤 隆司 2) 、堤 隆 2)

１．調査要項 
遺跡名：香坂山遺跡（N36°16’19.02”, E138°35’52.77”） 
所在地：長野県佐久市香坂字葡萄4-1ほか 
調査期間：第5次2021 年9月8日～2021 年9月17日 
         第6次2022年9月12日～2022年9月17日 
        第7次2023 年11月6日～2023 年11月11日 
発掘面積：第5次（2021 年）54㎡（3m四方6か所） 

第6次（2022 年）135㎡（3m 四方15か所） 
第7次（2023 年）81㎡（3m四方9か所） 

調査主体：国武貞克 
 
２．調査の目的 

 日本列島の石刃の起源を解明するため、長野県佐久市

の香坂山遺跡の学術目的の発掘調査を 2020 年から実施

してきた（国武編 2021、国武 2022）。その結果、1997
年長野県調査（谷編2001）の西隣で、列島最古段階の大

型石刃石器群を検出している。 
その一方で、2021 年から2023 年にかけての3か年間

に、遺跡の中心部を離れて、第5~7 次調査として同様の

時期の石器包含層が他に形成されていないか、周辺の尾

根の平坦面を選んで試掘調査を行った。本発表ではその

概要について報告するものである。 
 
３．八風山の地質と石器石材分布 

 香坂山遺跡の石器石材に利用された黒色ガラス質安山

岩は、八風山山頂付近を構成する水落観音溶岩に由来す

るとされているが現在露頭はなく（近藤・小林編 1992）、
そこから剥落、崩落して、八風山南麓の標高1100m から

900m の緩斜面に堆積している（須藤編 1999）。土石流

堆積物に包含される黒色ガラス質安山岩が表層水により

露出し、その利用に伴って形成されたのが原産地遺跡と

しての八風山遺跡群である。つまり現在みられる原石散

布範囲は、その範囲を開析する沢によって原石の存在が

明らかになった範囲であり、それは八風山遺跡群と重な

っている。これに対して香坂山遺跡の中心部は、その黒

色ガラス質安山岩の散布範囲から約 600m 離れている。 
 
４．範囲確認調査成果 

 試掘調査は重機により 3m四方の範囲を石器が出土す

るまで掘削した。石器が出土しない場合は岩盤もしくは

礫層まで掘削した。 
2021 年 9 月に実施した第 5 次調査では、香坂山遺跡

の中心部が確認されている標高 1140m の東西方向にの

びる太い尾根上の3か所の平坦面において6か所の調査

区を設定した(図1)。その結果、香坂山遺跡と同時期の石

器包含層は確認できなかった。 
しかし、尾根中央部の平坦面に設定したG 区では、AT

直上の室田軽石（MP）の直上の薄い暗色部から大型石刃

石器群を検出した(図2・図3)。28.5－29 ka cal BPの年

代値が得られ、短期的な温暖期である GI-4 を含む年代

であった。このため AT 降灰以降の寒冷化傾向が強まる

過程に到来した短期的な温暖期において、高標高の石材

産地へのアクセスが回復し、大型角礫に適応した大型石

刃生産地点が形成されたと評価した（国武他2023）。   
2022 年 9 月に実施した第 6 次調査では、黒色ガラス

質安山岩の分布の南西端で、石材採取可能な沢のうち最

も香坂山遺跡に近い沢に面した尾根の平坦面で 15 か所

の調査区を設定した(図1)。しかしながら香坂山遺跡と同

時期の石器包含層は確認できなかった。 
 第 5 次と第 6 次調査により、合計 21 か所の試掘を行

い、9 か所が香坂山遺跡の石器包含層である暗色帯まで

堆積し、6 か所が約 20kaBP の大窪沢軽石層まで堆積、

5か所が約5kaBPの下茂内テフラまで堆積し、1か所が

沖積砂層のみであった(図1)。 
 第 7 次調査では八風山Ⅱ遺跡の北方の尾根平坦面に 9
か所の試掘坑を設けたが1か所も石器が出土しなかった。 
 
５．まとめ 

 香坂山遺跡と同時期の石器群は、結局中心部を除いて

他には分布していないことが分かった。 
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図１ 香坂山遺跡第5次・第6次調査の調査区の位置 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 香坂山遺跡第5次調査のG区の石器出土状況 

 

 

 

 

図３ 香坂山遺跡第5次調査のG区の垂直・平面分布 

（土層図のトーンはAT包含層） 
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